
近
代
に
お
け
る
仏
教
讃
歌
と
伝
道

白

金

昭

文

一

仏
教
讃
歌
、
す
な
わ
ち
西
洋
音
楽
の
手
法
に
ょ
る
声
楽
を
伴
う
仏
教

音
楽
は
、
明
治
期
よ
り
今
日
ま
で
数
多
く
作
ら
れ
て
い
る
が
、
資
料
的

整
理
も
十
分
で
な
い
。
こ
こ
で
は
従
来
の
研
究
で
は
不
明
と
さ
れ
て
い

(1
)
る
仏
教
音

楽
会
の
活
動
に
若
干
触
れ
、
資
料
的
補
填
を
果
た
し
た
い
。

 
仏
教
音
楽
会
は
、
明
治
39
年
8
月
に
『
仏
教
唱
歌
集
』
を
刊
行
し
、

大
正
6
年

7
月
に
増
訂
改
版
を
『
仏
教
唱
歌
集
初
篇
』
と
し
て
上
梓

し

た
。
後
者

に
は
仏
教
音
楽
会
略
史
が
二
頁
に
わ
た
つ
て
収
載
さ
れ
て
い

る
。
い
ま

こ
の
略
史
と
、
前
者
の
序
文
と
に
よ
つ
て
み
る
と
仏
教
音
楽

会
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

(
1
)
明
治
35
年
8
月
16
日
よ
り
東
京
市
浅
草
区
山
之
宿
町
十
九
番
地
東

光
社
に
お
い
て
、
仏
教
音
楽
を
中
心
と
し
た
夏
期
講
習
会
が
開
か

れ
た
。
講
師
は
東
京
音
楽
学
校
教
授
山
田
源

一
郎
で
、
唱
歌
お
よ

び
器
楽
使
用
法
を
教
授
し
た
。
受
講
者
は
二
十
余
名
で
あ

つ
た
。

(
2
)
8
月

29
日
に
仏
教
音
楽
会
の
発
会
式
を
東
光
社
に
お
い
て
挙
げ
、

趣
意
書
を
発
表
し
た
。

(
3
)
趣
意
書
の
要
点
は
、
(
1
)
従来
の
仏
教
唱
歌

は
キ
リ
ス
ト
教
讃
美
歌

の
模
倣
で
あ
つ
た
り
、
在
来
の
和
讃
に
曲
譜
を
付
し
た
類
に
過
ぎ

な
か
つ
た
。
(
2
)
西洋
音
楽
の
隆
盛
に
な
り

つ
つ
あ
る
今
日
で
は
、

時
代
思
想
に
適
合
せ
る
音
楽
を
制
定
す
る
要
が
あ
る
、

の
二
点
に

集
約
さ
れ
る
。

叫
発
会
後
は
、
原
青
民
、
梶
宝
順
、
来
馬
琢
道
の
三
名
が
幹
事
に
な

り
、
毎
月
第

一
、
第
三
日
曜
日
に
講
習
を
続
け
た
。

(
5
)
夏
期
講
習
会
は
明
治
39
年
ま
で
毎
年
開
催
さ
れ
た
。

(
6
)
仏
教
音
楽
会

の
所
在
地
は
最
初
は
梶
宝
順

の
自
坊
に
設
置
さ
れ
た

東
光
社
内
で
あ
つ
た
が
、
大
正
6
年
の
時
点
で
は
既
に
来
馬
琢
道

の
自
坊

・
万
隆
寺
内

(東
京
市
浅
草
区
新
谷
町
十
番
地
)
に
移

つ
て

い
る
。
二

次
に
仏
教
音
楽
会
刊
行
の
『
仏
教
唱
歌
集
』

の
内
容
は
次
の
よ
う
で

あ

つ
た
。
(歌
題
、
作
詞
者
、
作
曲
者
の
順
に
示
す
)

1
「
各
宗
祖
の
歌
」
伝
教
大
師

・
円
光
大
師

・
承
陽
大
師

・
見
真
大

近
代

に
お
け
る
仏

教
讃

歌
と
伝
道

(
白

金
)
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近
代

に
お
け
る
仏
教
讃
歌

と
伝
道

(
白

金
)
 

三
七
六

師

・
日
蓮
上
人

・
空
也
上
人
/

(雅
楽
律
旋
)
2
「
い
ろ
は
」
弘
法

大
師
 

3
「
生
け
ら
ば
念
仏
」
円
光
大
師

4
「
超
世
の
悲
願
」
見

真
大
師

 
5
「
三
帰
」
大
内
青
轡
/
成
瀬
鉄
治
 
6
「
普
回
向
」
大

内
青
轡
/
成
瀬
鉄
治

(
5
と
同
曲
)
(
7
)
「
仏

の
心
」
赤
尾
白
嶺
/
成

瀬
鉄
治
 
(
8
)
「
灌
仏
の
曲
」
安
藤
弘
/
安
藤
弘
 
9
「
卯
月
八
日
」

赤
尾
白
嶺
/
成
瀬
鉄
治
 
10
「
鶴
の
林
」
真
野
観
堂
/
成
瀬
鉄
治

(
1
1
)
「

求
道
の
歌
」
関
屋
竜
吉
/
安
藤
弘

12
「
罪
あ
る
わ
れ
ら
」
暁

鴉
敏
/
成
瀬
鉄
治
(
1
3
)
「仏
の
力
」
暁
鴉
敏
/
安
藤
弘

14
「
よ
ろ

こ
び
」
暁
鴉
敏
/
安
藤
弘
 
15
「
三
世
」
土
岐
善
静
/
渡
辺
森
蔵

16
「
朝

の
歌
」
赤
尾
白
嶺
/
安
藤
弘
 
17
「
夜

の
歌
」
赤
尾
白
嶺
/

安
藤
弘

18
「
楽
し
き
朝
」
千
崎
如
幻
/
鈴
木
米
次
郎
(
1
9
)
「千年

万
年
」
赤
尾
白
嶺
/
成
瀬
鉄
治
 
20
「
法
の
深
山
」
土
岐
善
静
/
成

瀬
鉄
治
 
21
「
法
の
月
」
吉
川
萩
山
/
渡
辺
森
蔵
 
22
「
法
の
風
」

井
上
徳
定
/
山
田
源

一
郎

23
「
仏
の
み
子
」
井
上
徳
定
/
山
田
源

一
郎
 

24
「
魂
ま
つ
り
」
赤
尾
白
嶺
/
成
瀬
鉄
治
 
(
2
5
)
「
は

ち
す
」

土
岐
善
静
/
大
村
恕
三
郎
(
2
6
)
「
法の
雨
」
(忠
魂
追
弔
歌
)
真
野
観

堂
/
本
会
撰
曲
 
(
2
7
)
「

つ
ど

へ
る
友
」
千
崎
如
幻
/
小
出
雷
吉
 
28

「
仏
教
婦
人
会

の
歌
」
真
野
観
堂
/
本
会
撰
曲
 
29
「
常
世
の
春
」

関
屋
竜
吉
/
安
藤
弘
 
(
3
0
)
「
勢

至
丸
」
赤
尾
白
嶺
/
山
田
源

一
郎

(
3
1
)
「
御

忌
」
真
野
観
堂
/
渡
辺
森
蔵

以
上
31
曲
の
う
ち
5
と
6
と
は
同

一
の
メ
ロ
デ
ー
で
あ
る
。
歌
詞
の

体
裁
は
、
和
歌
1
曲

(六
首
)
、
七
五
調

22
曲
、

五
七
調
2
曲
、
七
七

調
3
曲
、

そ
の
他
3
曲
で
、
大
多
数
は
七
五
調

で
あ
る
。
曲
調
は
雅
楽

律
旋
の
も
の
1
曲
を
除
い
て
は
、
初
期
の
「
小
学
唱
歌
集
」
の
曲
調
と

同
様

で
あ
り
、
伝
統
的
仏
教
音
楽
の
曲
調
は
見

ら
れ
な
い
。
な
お
、
楽

譜
は
略
譜

(数
字
譜
)
で
あ
る
。

増
訂
改
版
で
あ
る
大
正
6
年
刊
の
『
仏
教
唱
歌
集
初
篇
』
は
、
次
の

二
点
に
改
良
が
み
ら
れ
る
。

(
1
)
本
譜

(五
線
譜
)
を
採
用
し
た
。
し
た
が
つ
て
調
名
、
拍
子
が
記

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
伴
奏
譜
は
な
い
。

(
2
)
曲
目
の
排
列
を
、
1
礼
讃
、

2
仏
、
3
法
、
4
僧
、
5
人
事
、
6

生
活
、

7
特
殊
の
会
合
の
歌
、

の
順
に
し
た
。

21
曲
が
収
載
さ
れ
て
お
り
、
新
た
に
加
え
ら
れ
た
曲

は
、
「
伝
教
大

師
讃
歌
」
修
多
羅
亮
延
作
歌
/
東
儀
哲
三
郎
作

曲
、
「
楽
し
き
園

(少

年
教
会
の
歌
)」
望
月
秋
湖
作
歌
/
成
瀬
鉄
治
作
曲
の
2
曲

で
あ
る
。

曲
目
の
排
列
は
、
仏
教
讃
歌
の
分
類
を
試
み
た
例
と
し
て
注
目
さ
れ

よ
う
。
ま
た
、
巻
末
に
は
『
仏
教
唱
歌
集
第
二
篇
』
刊
行
予
定
の
広
告
が
載

せ
て
あ
り
、

20
曲
の
曲
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
第
二
篇
が
実

際
に
刊
行
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。

三

明
治
35
年
に
発
具
し
て
か
ら
満
四
年
を
経
た
時
点
で
30
曲
の
新
作
仏

教
讃
歌
を
刊
行
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
仏
数
音
楽
会
の
活
動
は
活
発
で

あ

つ
た
と
云
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
ら
30
曲

の
仏
教
讃
歌
は
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現
在
で
は

一
曲
も
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
に
仏
教
讃
歌
と
伝
道
活

動
と
の
問
題
点
が
存
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

 
小
学
唱
歌
は
、
小
学
校
に
お
い
て
は
歌
わ
れ
た
が
、
学
校
を

一
歩
出

(2
)

る
と
そ
の
多
く
は
歌
わ
れ
な
か
つ
た
と
い
わ
れ
る
。
『
仏
教
唱
歌
集
』

の
曲
調
は
小
学
唱
歌
集
と
同
様
で
あ
る
点
か
ら
み
れ
ば
、

一
般
に
歌
わ

れ
な
か
つ
た
の
も
当
然
と
思
わ
れ
る
。
曲
調
の
性
格
に
普
及
し
な
い
要

素
が
あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
ま
た
、
現
在
に
お
い
て
も
仏
教
讃
歌
は
伝
道
活
動
の
中
心
に

な
り
得
な

い
で
い
る
現
状
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
普
及
し
な
か
つ
た
原

因

の
す
べ
て
を
仏
教
讃
歌
自
体
に
帰
せ
ら
れ
な
い
。
当
時
に
お
け
る
伝

道
活
動
の
諸
般
の
事
情
も
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

 
『
仏
教
唱
歌
集
』
の
刊
行
さ
れ
た
当
時

の
状
況
と
し
て
は
、
(
1
)
音
楽

を
受
け
い
れ
や
す
い
の
は
児
童
で
あ
る
が
、
児
童
対
象
の
伝
道
集
会
は

(
3
)

殆
ん
ど
み
ら
れ
な
い
、
(
2
)
仏
教
青
年
会
は
各
地
に
結
成
さ
れ
る
気
運
に

あ
つ
た
が
、
日
常
的
な
活
動
が
継
続
し
て
い
な
い
、
(
3
)
中
等
教
育
を
施

す
仏
教
主
義
の
学
校
も
あ
ま
り
設
立
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
、
な
ど
、
実

際
に
は
伝
道
活
動
の
現
場
は
少
な
か
つ
た
。

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
仏
教
讃
歌
と
伝
道
活
動
と
の
問
に
は
、
よ
り

根
本
的
な
問
題
が
介
在
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
仏
教
讃
歌
は
仏
教
の
伝

道
に
お
い
て
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
と
の
認
識
が
深
め
ら
れ
な
い
伝
道

活
動
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
伝
統
的
な
伝
道
活
動
に

あ

つ
て
は
、
声
明
や
和
讃
な
ど
の
仏
教
音
楽
と
伝
道
と
は
密
接
に
か
か

わ
つ
て
い
た
。

し
か
し
近
代
に
お
け
る
仏
教
の
伝
道
は
、
儀
礼
と
説
教

と
仏
教
讃
歌
と
を
不
可
分
の
も
の
と
し
て
統
合
し
え
な
い
伝
道
活
動
で

あ
つ
た
。

こ
れ
を
キ
リ
ス
ト
教
の
場
合
に
み
る
な
ら
ば
、
讃
美
歌
が
な

け
れ
ば
礼
拝

(儀
礼
)
は
成
り
立
た
な
い
の
で
あ

る
。
仏
教
讃
歌
は
キ

リ
ス
ト
教
に
お
け
る
讃
美
歌
の
ご
と
き
地
位
を
確
立
で
き
な
か
つ
た
と

云
え
る
。

1
 
竹
内
淳
有

「明
治
時
代
の
仏
教
音
楽
」
、
山
崎
昭
見

「仏
教
讃
歌
年
譜
」

(昭
55
、
仏
教
伝
道
協
会
)
な
ど
で
は
、
仏
教
音
楽
会
の
講
習
会
を
明
治

36
年
と
し
て
い
る
。

2
 
山
住
正
己

「日
本
の
子
ど
も
の
歌
」
(岩
波
新
書
)
3
8
頁
。

3
 
日
曜
学
校
が
普
及
し
は
じ
め
る
の
は
大
正
期
に
な
つ
て
か
ら
で
あ
る
。

(具
利
短
期
大
学
講
師
)

近
代

に
お
け

る
仏
教
讃
歌
と
伝
道

(
白

金
)
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